
『沖縄大百科事典　上』（沖縄大百科事典刊行事務局編　沖縄タイムス社　1983年） 【K03/O52/1～4】
ｐ747-748「家譜」の項、ｐ286「姓（うじ）」の項　参照。

『沖縄県姓氏家系大辞典』（沖縄県姓氏家系大辞典編纂委員会、角川書店、1992年） 【K288/O52】
ｐ21-28「沖縄県の姓氏の特徴　姓氏と家譜」

沖 縄 県 立 図 書 館
調 べ 方 案 内 No.2

　１．家譜とは

　２．家譜について知る

  『沖縄大百科事典』によれば家譜とは「近世期、士族が有した家系に関する記録。系図ともいう。一
族（門中）ごとに特定された姓を冠して作成された。本家および分家においても作成され、各系祖以下
の各人の戸籍（世系）、履歴（記録）をおもな内容とした。」

  同事典によると沖縄本島系（首里・那覇・久米・泊士族）は約700系統・3000冊ある。　1689年に士族
層に家譜編集が命ぜられ、２部作成されたうちの1部は系図座で保管、1部は王府の頒賜認定を示す
御朱印を押された後に各家での保管となった。5年に1度追加編集をして事項を書き足している。家譜
の有無により士農分離が確定した。

   家譜は「毛姓家譜」、「金氏家譜」等、唐名の姓１字が入る。宮古・八重山では２字で「白川氏」「錦芳
姓」等となる。

　「第二部　姓氏編」はそれぞれの姓の主な分布地域、代表的な家系についての説明がある。

『沖縄門中大事典』（那覇出版社　2001年） 【K288/Mi88】
第二編　門中早わかり

第一章　士族早わかり･･･士族、家譜、門中について解説あり

『沖縄近世史の諸相』（田名真之著　ひるぎ社　1992年） 【K205/D35】
第Ⅱ部は家譜についての論文を集めている。
ｐ95-131「琉球家譜の成立とその意義」

『沖縄の家譜　沖縄県文化財調査報告書 第90集』 【K288/O52】
　（沖縄県教育庁文化課編　　沖縄県教育庁　1989年）

第五章　分家の系祖がわかる･･･家名から氏(うじ)名・名乗頭を知ることができる。

　「資料編」には「沖縄県家譜一覧」、「家名氏(うじ)名対照表」「名乗頭・氏(うじ)名・家名対照表」
があり、姓や名乗頭から氏(うじ)名を調べることができる。

第二章　家譜のあらまし･･･各姓について解説、家譜の抄録あり
第三章　門中先祖の足跡･･･代表的な人物について氏(うじ)名をあげて解説

　昭和60年から４年をかけて県内所在の家譜を調査した報告書。解説では、首里・那覇・泊・久
米村の他、宮古・八重山･久米島・山原の家譜についても触れている。ｐ４下段には家譜の記載
内容の順序の説明がある。ｐ37-250の目録では各家譜の体裁や内容について記述している。

第四章　門中の元祖がわかる･･･名乗頭から氏(うじ)名を知ることができる

　「第二部　姓氏編」はそれぞれの姓の主な分布地域、代表的な家系についての説明がある。



①那覇市歴史博物館の資料を調べる

【K288/N27】

※注２『那覇市史』
那覇市史編集室収集の家譜を翻刻したもの。各巻末に人名索引がある。

『那覇市史 資料篇 家譜資料（ ）久米村系』 【 / / 】

　前述のように家譜は士族のみが作成したものであり、すべての門中が家譜を持っているわけ
ではない。系図座で保管されていた家譜は沖縄戦で焼失したとされており、各門中で保管され
ていた家譜も散逸したものが多い。

　現存している家譜については、複製を中心に最も多く収集・保存しているのが那覇市歴史博
物館で、約700冊を所蔵している。家譜を探すには、まず系図座に保管されていた家譜のリスト
である『氏集』(注１）を調べる。那覇市歴史博物館が収集したものには記号が付されているの
で、同館で閲覧が可能。さらに 同館所蔵のものは『那覇市史』に収録されている可能性があり、
その場合は最寄りの図書館等で閲覧できる。またインターネットで「沖縄の歴史情報　琉球家
譜」からも『那覇市史』（注２）収録の家譜を画像・テキストデータで読むことができる。

　琉球王府の系図座に保管されていた家譜の総目録。那覇市歴史博物館が収集し
た家譜については☆等の印があり、これについては複製などを那覇市歴史博物館
で閲覧することが可能。同館所蔵の家譜は『那覇市史』の資料編に収録されている
場合もある。巻末の索引により、氏名・名乗頭字・家名から引くことができる。

　３．家譜を探す

（那覇市市民文化部歴史博物館編･発行　2008年)
※注１『氏集　増補改訂版』

　那覇市歴史博物館以外の県内図書館の家譜の所蔵についてしらべるには「②図書館の蔵書
を調べる」を参照のこと。

　家譜は『毛姓家譜』のように唐名をタイトルとしている。唐名を調べるには『氏集』や『沖縄県姓
氏家系大事典』、『沖縄門中大事典』を使うとよい。

『那覇市史　資料篇　1-6　家譜資料（二）久米村系』　 【K23/N27/1-6-1・2】

『那覇市史　資料篇　1-7　家譜資料（三）首里系』 【K23/N27/1-7】
（那覇市企画部市史編集室編集・発行、1982年）　　首里系の58の家譜を収録

『那覇市史　資料篇　1-8　家譜資料（四）那覇･泊系』 【K23/N27/1-8】

上記『氏集』、『那覇市史』ともに多くの図書館が所蔵している。

②図書館の蔵書を探す

　県内公共図書館・大学図書館の蔵書は、県立図書館ホームページの「沖縄県内図書館一斉
検索」で一度に調べることができる。

（那覇市企画部市史編集室編集・発行、1980年）　久米村系の51の家譜を収録

（那覇市企画部市史編集室編集・発行、1983年）　那覇系46、泊系20の家譜を
収録

　県立図書館所蔵分については、ホームページの蔵書検索、館内OPAC（利用者用端末）で検
索できる。家譜は『○氏家譜』『○姓家譜』など「氏」、「姓」両方の言葉が使われているので、両
方で検索するとよい。



那覇市歴史博物館 
http://www.rekishi-archive.city.naha.okinawa.jp/
        　　那覇市歴史博物館所蔵の家譜資料の検索が可能

沖縄の歴史情報内　琉球家譜
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/limedio/dlam/B1241188/1/vol05/5-6.htm

『那覇市史　資料篇　1-6　家譜資料（二）久米村系』
『那覇市史　資料篇　1-7　家譜資料（三）首里系』
『那覇市史　資料篇　1-8　家譜資料（四）那覇･泊系』

　以上の画像とテキストデータを掲載

琉球家譜目録データベース
 http://www.geocities.jp/ryukyu_history/ryukyukafu/soto_kafuDB/kume_KafuDB.htm         　

　４．インターネット情報

上里隆史氏提供。久米系家譜及び・『氏集』に掲載されていない本島系家譜のデー
タベース。


